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Abstract

 This research is an attempt to practice the development of inquiry activities in the arts and crafts class for fifth and sixth graders of 

elementary school by conducting a workshop based on Arts-Based Research. In the practice of the 6 classes, different materials and 

methods were used, and through artistic dialogue with the materials, exploratory activities were conducted to highlight the properties, 

meanings, and concepts in the environment and place. This research opened potentialities in the environment and place into 

possibilities in artistic way, and enhanced pupil’s imagination and creativity.

Keywords: Arts-Based Research (ABR), Arts-Based Educational Research (ABER), Elementary School, Art and Handicraft, Inquiry, 

Workshop, Art Education

Department of Art Education, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, Japan

要旨:　Arts-Based Research（ABR）に基づくワークショップ実践を小学校 5・6年生対象に実施し，図画工作科におけ
るABRの視点を取り入れた授業実践の開発を試みた。2学年 6クラスで異なる材料や方法を用い，素材との造形的な
対話を通して環境や場所の中にある性質や意味，概念等を浮き彫りにする探究的な活動が行われた。その結果，環境
と場所の潜在性が様々な芸術的手法によって可能性へと折り拡がり，児童の想像性と創造性が広がる姿が見られた。
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１．はじめに

　本研究は2019年度に公立小学校で実施した，Arts-

Based Research（以下ABR）の考え方に基づいたワー
クショップ実践とその考察である。学校教育では近年，
探究的な学習活動の取り組みが始まり，総合的な学習
の時間が高等学校では「総合的な探究の時間」になる
など，実際の生活や社会の文脈の中で生きた知識を獲
得し，様々な角度から知を総合し，問題解決や理解の
深化・体系化を図る取り組みが進められている。そう
した探究的な取り組みは幼児教育においてはプロジェ
クト・アプローチなどに実践の蓄積があるが，小学校
図画工作科や中学校美術科においてもこうした探究的
な取り組みの拡充と進化が求められる状況にある。
　元来，図工・美術が探究的な要素を持つことは確か
であるが，学習としての探究の考え方をベースにして
図工・美術のあり方を根底から検討するような理論
的・実践的取り組みが十分になされているとは言えな
い。アジアにおいてはシンガポールが inquiry based

（Loy, Boon & San, 2016）（探究型）の美術教育導入に
大きく舵を切り，中国も日本の造形遊びと絵や立体・
工作に表す活動に相当する活動に加え，探究が教科の
柱の一つになっている。
　美術は何かを「表す」「形にする」方法であるだけ
でなく，その活動を通して美術を通した固有の事象の
感じ方や捉え方，理解のあり方を生み出す知的創造の
方法と今日捉えられている。つまり，知を創出する他
の自然科学や社会科学のように，しかしそれと形式は
異なるものの，芸術に固有な形式の知を創出する方法
でもある（Barone & Eisner, 2011）。こうした芸術活動
の特質に基づいた実践は大学などの高等教育で近年実
践されているようになってきている（Leavy, 2015; 笠
原，2018）。
　日本においては図工・美術は自己表現としての理解
が根強く，芸術実践が何かしら探究的に物事や事象に
ついての理解や認識を創出していく方法であるという
認識はあまり広く共有されてはいない。図工・美術に
おける探究は単に教科統合や教科横断的授業において
「何かを形に表す作業」を担当するという意味ではな
い。芸術的な知の創出でもって様々な形式の知の統合
や，さらなる創発の可能性を開く役割がもっと積極的
に開示されるべきであろう。そうした考え方は芸術を
一つの知の創造の方法と捉えるABRの考え方につな

がるものである。図画工作科の取り組みにABR の視
点が入ることで芸術活動が自分や他者との間に，自己
と社会との間に新たな気づきや認識を開く実践理論が
より具体化・明確化できると考える。本実践研究では
こうした美術教育における芸術固有の知の創出におけ
る探究的な活動を小学校でのワークショップとして実
践し，図画工作科ならびに美術教育における探究的な
実践と理論の形成につながる知見を見出そうとするも
のである。今回は公立小学校の 5・6年生を対象に
ABRの考え方に基づいた実践に取り組み，学校教育で
の展開可能性について考察した。 （笠原）

２．実施の背景と概要

　本実践は2019年11月 9日（土）に東京都中野区立
みなみの小学校で 5・6年生各 3クラス（合計 6クラ
ス）を対象に実施した。同校では文化的行事として展
覧会と学芸会を隔年で交互に実施しており，今年度は
図画工作科の展覧会を11月に実施することになってい
た。展覧会期中の土曜日は学校公開日にあたり，保護
者は展覧会鑑賞に加え，1・2校時の公開授業を自由
に参観した。今年度からの新しい試みとして，当日は
全クラスの公開授業を図工とし，授業内で「アート教
室」を実施することが計画された。同校の図画工作科
教諭を通して「アート教室」でのワークショップ実施
のゲストティーチャーの依頼を受けたことがきっかけ
であった。
　同日の 1校時と 2校時を使って 5・6年生 6クラス
が同時に活動を行うことになった。6年生は「こども
ガイド」として保護者等の観覧者にギャラリーツアー
を行うことになっていたため，6年生だけは 1校時の
中に，授業途中に30分ほど保護者へのギャラリーツ
アーで活動を中断し，児童が体育館へ移動する時間が
含まれている。2校時続きではあるが，6年生のみ途
中で移動や時間の短縮があることから，プログラムづ
くりの打ち合わせや検討事項が少し複雑になることが
予想されたため，6年生については東京学芸大学の教
員，院生・学生が実施準備を進め，他大学教員は当日
合流することにし，予め実施が決まっていた他大学教
員と学生は 5年生を担当した。特別支援学級では東京
都現代美術館の教育普及事業である「アーティストの
1日学校訪問」から派遣された，芸術家・ホーメイ奏
者の山川冬樹氏による出前授業が行われ，1～ 4年生

キーワード: Arts-Based Research（ABR），Arts-Based Educational Research（ABER），小学校，図画工作科，探究，ワー
クショップ，美術教育
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については各クラスの担任により進められた。アート
教室終了後の 3・4校時は，異学年数名からなる縦割
り班に分かれ，各自の鑑賞カードを記入しながら校内
中の展示を回る「グループ鑑賞」が実施された。本研
究は 5・6年生を対象に実施したワークショップにつ
いて報告する。 （笠原・加山）

３．実践の計画と意図

　今回の活動では「教室などの学校の環境から発想を
広げて表現する活動」を全 6クラスの共通テーマとし
た。計画では以下を念頭に置いた。

1）学校の場所性やその探索といった視点
2） 日常的なものの見方を変化させたり拡張 する視点
3） 発達段階を踏まえたイメージや概念の抽象レベル
の操作や展開を材料等を媒介に行う

4） 図工から中学校美術への接続を意識した視点を盛
り込む

　このように，場所性や日常からの視点や展開及び概
念の拡張という要素を含むため，実践化に際してはそ
の「見えにくい」概念操作の段差を越えていけるよう
な材料や活動の仕組みをどのように入れ込んでいくか
が重要になる。そのため，用いる材料や技法はシンプ
ルなものを選んだ。6クラスの実践の概要は以下の通
りである。

実施日：2019年11月9日（土）1・2校時

 （笠原）

４．実践報告

「どんな明日を身につける？」（6－ 1）

（１）実践の意図
　本実践は，クラフト紙でつくったものを身に着ける
ことで身体感覚を変化させ，そこに目を向けることに
よって教室の空間と自身の間にある関係性を変え，そ
こに新たな意味を立ち上げていくことを試みた活動で
ある。小松（2017）は「芸術的手法によって自己と世
界との変容を促すような教育実践などがABRの事例
として示されている」と述べている。今回は自分自身
の思考を振り返り，探究を進める出発点として自分の
身体，それを取り巻く学校，教室という場に着目した。
私たちは毎日身体を駆使して多くの作業をこなすが，
目を向けているのは作業そのものであり，その活動を
成り立たせている指や頭，脚についてじっくり考えを
めぐらすことは少ない。はたらきかける意思と実際に
行われる動作，そのあいだにある身体を問い直すこと
は自身の意思や活動を顧みることにつながる。その問
い直しは生活をそれまでとは異なるものに変容させる
可能性があるのではないか。
　朝，学校に登校すること，教室で授業を受けること，
手を挙げて発表すること。どれも何気ない生活の一場
面だが，そういった行為における身体性を自覚的に捉
える手段としてクラフト紙を身にまとうことを提案し
た。クラフト紙を身につけた箇所から，そこにある自
分の身体を発見する。そこから学校という環境へ意識
を広げるために，「もっと明日をよりよくするために
どんなものを自分の身体にまとうことができるか」と
投げかけ，それぞれの新しい生活の探究へと続くよう
な活動を目指した。

（２）活動の展開
　始めにクラフト紙（900×1200 mm）を児童一人に
つき 1枚配り，小さく丸め，くしゃくしゃにした。そ
のクラフト紙を再び広げ，手のひら程の大きさをちぎ
り取った。ファシリテーターの学生はその「ちぎった
クラフト紙を30秒の間に身体のどこかに身に着ける」
ように投げかけた。30秒後，3人の児童にどうしてそ
こに身に着けようと思ったのか，そこにクラフト紙が
あることで普段の生活はどのように変わるかを発表し
てもらった。
　次にクラフト紙を顔程度の大きさにちぎり，その
「クラフト紙を生活に何かしらの影響が出そうなとこ
ろに身に着ける」という投げかけのもと，1分で身に

6－ 1 どんな明日を身につける？
担当：和田賢征，池田晴介

6－ 2 紙風船を使って発見を生みだそう！
担当：笠原広一，丁可楠，岩永啓司

6－ 3 場所や物の思い出
担当：小室明久，佐藤真帆

5－ 1 ワクの外に何が見える？―日常のリ・フレーミ
ングワークショップ―
担当：手塚千尋（他・学生 2名）

5－ 2 見えているようで見えていない色を見つける
担当：生井亮司（他・学生 2名）

5－ 3 学校の軌跡と自分たちの今を写し取る
担当：栗山由加（他・学生 2名）
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着けた。先ほどと同様になぜそこに身に着けようと
思ったのか，身に着けたことで生活がどのように変わ
りそうかを発表してもらった。発表の後，児童は体育
館へ移動し，保護者とギャラリーツアーを30分ほど
行った。
　体育館から児童が帰って来てから次の展開に移っ
た。「身に着けることで明日がより過ごしやすいもの
になるようなアイテムをつくれないか」と投げかけ，
ファシリテーターが制作物の例示をすることで活動の
方向性を共有した。
　時間は30分程度で，制作物ができた児童からワーク
シートに記入していった（図 1）。最後に 3名の児童
が記入したワークシートをもとに，①「どのようなも
のをみにつけたか」，②「それを身に着けることで生
活がどのように変化するのか」を発表した。活動に参
加した児童は26名でファシリテーターの大学生 2名，
クラス担任の合計 3名体制で活動は進行していった。
 

（３）活動の結果
　はじめにクラフト紙を児童に渡すとその大きさや質
感を楽しんでいた。「ちぎって自分の身体のどこかに
身に着けてみてください」と児童に投げかけたとき，
ある児童は頭の上に丸めたクラフト紙を乗せた。乗せ
てみてどのように感じるか尋ねると「頭が動かしづら
い」「傾けることができない」など，身体のバランス
に関する意識が現れている。また別の児童は帯状にし
たクラフト紙で目元を覆った。どのように感じるか尋
ねると「何も見えない」と答えた。視覚への注意が一
時的だが注がれている。
　次に「普段の生活が変わりそうな場所に身につけて
みてください」と問いかけた。ある児童は右手にドリ
ルのようなものをつくり装着した。どのように生活が
変わると思うかと尋ねると，「右手が使えない」といっ
た。この児童はギャラリーツアーが終わった小休憩の
際に教室の壁と本棚の間の隙間にドリルの先端を入

れ，「落としたものを拾うことに役立つかもしれない」
と遊びながら話をしていた。一見ドリルになった右手
はそれまでの生活において不便かもしれないが，彼は
そこから周りの環境との別の関わり方を見つけ出し，
ドリルならではの遊びを楽しんでいた。変化した身体
感覚から教室との新しい関係が生まれていたと考えら
れる。最後は「身に着けることで明日がより過ごしや
すいものになるようなアイテムをつくれないか」と提
案した。アイデアが出ずに手が止まっている児童もい
たが，実際に手を動かしたり，班のメンバーと意見を
交わしたりすることでそれぞれの発想を形に起こすこ
とができていた。
・生活環境（10件）
　学校空間，教室との関係の中にある意識へ向けた制
作物がみられた。例えば腕に身に着けるゴミ箱（図 2）
を制作した児童は，授業中ごみを捨てる際に毎回席を
立ち移動する必要があることに対して課題意識を持っ
たようであった。その他，消しゴムを落とした時に席
を立たずに拾えるようにする剣などがあった。

・身体の感覚（9件）
　「身に着けることで明日がより過ごしやすいものに
なるようなアイテムをつくれないか」という投げかけ
に対し，「ねむい」といった体の感覚に目を向けた作
品である。まくら（図 3），アイマスクなど，疲れを
癒す目的をもった制作物がいくつかみられた。
 

図１ クラフト紙を足に着けている児童の様子

図２　腕に身に着けるゴミ箱
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・他者との関わり（5件）
　制作物を他者との関わりの中に入れることで，自他
の関係を変化させる作品もある。くすぐってくる友だ
ち対策の腹巻，帽子のてっぺんにムンクの叫びの顔を
描き，おじぎをすると相手にその顔を見せて笑いを仕
掛ける工夫が施されている（図 4）。
 

・気候の条件（3件）
　寒さ対策の上着やマフラー（図 5），眩しい日差し
を防ぐ日差しよけといった，気候条件に応じた作品が
みられた。寒さや眩しさといった皮膚感覚はクラフト
紙を身体にまとうことで注目され，作品につながった
のではないだろうか。
 

・空想（3件）
　「スケートぐつ」「空を飛ぶ機械」「問題自動解き機」
（図 6），これらの作品はクラフト紙で作った形に，児
童の空想，こんな風になったらいいなというアイデア
を重ねて出来た作品である。実際に機能はしないがそ
れらを身につけることでそのイメージが発揮されるよ
うになる。

・道具（2件）
　学校で使用する道具に対してのリアクションを示す
作品があった。「ランドセルから肩を守るクッション」
（図 7）は肩こりを改善し，「学校へいくときのバック」
を作った児童は「ランドセルよりバッグの方が軽い」
とコメントしている。ランドセルといった道具に対す
る意識を身体感覚を通して表した作品である。
 

・身体的な理想の姿（2件）
　この児童は「姿勢が正しくなるクッション」（図 8）
を作り，別の児童は「身長が高くなる足につけるもの」
を制作した。自分の身体的な理想像をイメージを形に
表している。
 

図４　ムンクの叫びの顔が描かれた帽子

図５　寒さ対策のマフラー（手前）

図６　自動問題解き機，片手を入れると作動する

図７　ランドセルから肩を守るクッション

図３　眠い時に眠れるまくら

笠原，他 : Arts-Based Researchに基づく小学校での探究的ワークショップ実践の開発

－ 81 －



・社会問題（1件）
　ある児童は「温暖化であつすぎるから」扇いで涼し
くするための扇子をつくった（図 9）。扇子で扇ぐこ
とで扇風機を使わずに涼むことができるという効果
で，地球温暖化という大きな社会問題にスケールを広
げた作品である。
 

（４）活動の考察
　このように，クラフト紙を生活に何かしらの影響が
出そうなところに身に着けることで，明日がより過ごし
やすいものになるようなアイテムを生み出すことがで
きた。日々の生活の中であたりまえのように行なってい
る行為を別の視点から見つめ直し，そのことにどんな
意味があるのか，それを変えることは可能なのか，そ
れをクラフト紙で「つくりながら」考えていくことで，
どんな明日がイメージできるのかという，アートによる
明日の自分の生き方のちょっとした変化や，意識の持
ち方の変化を生みだすことができたのではないだろう
か。図画工作科のつくる活動を通して私たちが日々の
生活の中にある様々な潜在的状況を捉え直していくこ
とができることを垣間見ることができた活動になった。
 （和田・池田）

５．実践報告

「紙風船を使って発見を生みだそう！」（6－ 2）

（１）実践の意図
　本実践は白と赤の折り紙で折った紙風船を教室内外
の様々な場所に「置く」ことで，空間や環境の中に潜
在している意味や創造の契機を発見するという活動で
ある。（笠原）
　アートの世界は急速に変化しているが，美術教育は
時代と歩調が合っていないところがある。現在，イン
スタレーション・アートは現代美術の大きな領域に
なっている。インスタレーション・アートの考え方に
基づき，何かを「置く」活動を通して発想を広げてい
く方法を見つけることができるのではないかと考え
た。置くこと自体はどこでもいつでもできる行為だが，
私たちはそのことにほとんど注意を払わない。この非
常にシンプルで日常的な行為は，美的かつ概念的に行
い得ることだともあまり考えないだろう。置くことは
あらゆる配置に関係しており，空間とのつながりをつ
くることでもある。対象物だけでなく空間も自ら考え
て発見していくことになる。児童はモノとモノ，モノ
と空間の関係を考えることになる。
　現代に生きる創造者として私たちは自分の作品のコ
ンセプトをつくり出す必要がある。そして実際に作品
を制作するだけでなく，配置を通して意味を生み出し
ていくのである。配置することは思考力を必要とし，
対象物や空間を発見し，つながりをつくり出し，それ
が何を表すのか考える能力が必要となる。美術教育で
それを行うことは価値があると考える。それは視覚的
認識から思考へ，創造へと立ち返っていく循環を形づ
くることでもある。（丁）
　図画工作科では，置く行為は造形遊びの材料の操作
に基づく活動と関連がある。何をどこに置くのか予め
イメージしてから行うのではなく，紙風船をつくり，
それを様々な場所に置いてみることで，紙風船と置い
た場所との間に様々な関係性や表象性が立ち現れるこ
とに気付くことができる。同時に，空間や環境の中に
ある顕在化していない意味を浮上させ，それを造形物
やそれを用いた操作によって意味として生成していく
のである。これによって造形遊びから始まりつつも空
間や環境とのかかわりを通して主題，あるいは問いが
立ち上がっていく美的な探究的状況が生まれることが
予想される。（笠原）

図９　地球温暖化を防ぐ扇子

図８　姿勢が正しくなるクッション
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（２）活動の展開
　最初に白い折り紙でつくった紙風船を提示し，児童
が15秒数える間にゲストティーチャーがどこかに紙風
船を置き，それによってどんな意味や面白さが生まれ
るかを鑑賞した。紙風船があることでその場所や物の
見え方が変わることや新たな発見が生まれることを例
示し，活動の趣旨と方法を伝えた。
　次に紙風船の折り方を示し，各自が 1つ白い紙風船
を折った。その後，先のように短時間で一度どこかに
紙風船を置いてもらい，例として幾つか鑑賞し，要領
がわかったところで今度は10分で教室内と廊下で紙風
船を置く活動を行った。それを全員で見た後，児童は
体育館へ移動し保護者とのギャラリーツアーを30分ほ
ど行った。
　児童が教室に戻ると，赤い折り紙を追加し，各自が
白赤の紙風船を一個ずつ用意し 3人グループで赤白 6
個を使って活動した。カードも用意し，置くことで何
を「発見」し，気付き，考えたかを書き込んでもらっ
た。最後にグループで作品とカードを紹介して鑑賞を
行った。

（３）活動の結果

　最初に例示した際に「どこに置いたらいいか」「何を
すればどんな意味がつくれるか想像するのが難しい」
といった声が出ることも想定していたが，ほとんどの
子が様々な場所で置き方を工夫し，面白がりながら取
り組んだ（図10）。時間が限られていたが，各段階で
個々の取り組みにより詳しくコメントしたり，互いの感
想を交わし合ってさらに発想を深められたらよかった
という反省点がある。時間も大きくオーバーしてしまっ
た点が課題である。抽象的な活動ではあったが，思っ
た以上に「置くこと」「置き方」，「白い」「紙風船」の
特性を活かして発見を生み出していた。ほとんどの作
品が何らかの見立ての要素を持つが，視覚的・感性的

な類似性の先にどのような発見や概念や思考を生み出
したかが重要である。以下に全作品の分類を行った。
・類似物に見立てる（3件）
　紙風船の四角い形や色を直接類似するものに関連づ
けて見立てた作品があった。形が似ているとして四角
い電気ボックスやコンセントボックスに並べたり，四
角い風船が「てるてるぼうず」に見えたとして窓に
貼った例があった。
・擬人化して気持ちや印象や状況を表す（10件）
　紙風船を擬人化して気持ちや感覚，印象や状況等を
語らせるものである。並んだ筆の中に紙風船を加え，
絵を描くことが好きな自分の気持ちを代弁させる例が
あった。本棚に一つある紙風船が寂しそうだといって
傍に置き，「友達できた」と題名をつけたり，掲示物
の陰に隠して「かくれんぼ」を表したり，ロッカーの
裏に置いて「存在感を薄く」したなど，ある状況の一
般的な「印象」を表すなど，「自分」の気持ちと「状
況」が喚起する印象を表すなどの違いがあった。　　
教室のドアの上に赤白を並べることで児童の入室時の
整列の状況を表したものもあった。
・ユーモアといたずら心（5件）
　黒板の板書の句点に紙風船を当てはめたり，皆が気
付かないような場所にこっそり置いたり，小さな埃に
並べてフォーカスさせるなど，思いもよらないモノを
浮かび上がらせた例があった。
・普段意識しない環境の特質等を顕在化（4件）
　黒板が案外白チョークで書かれていないことに気付
き，白い紙風船を貼ることでそれを知らせたり，普段
意識しない電気配管に置いたり，掲示物の中で一箇所
だけ掲示物がない「不在」の場所があり，その「不在」
が持つ「存在感」を，紙風船を置く「存在感」で両義
的に顕在化させたり（図11），白い紙風船で壁の汚れ
に注目させる試みがうまれた。図10　グループで紙風船を置く様子

図11　一箇所だけ掲示物がない「不在」と「存在感」
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・置かれたモノの意味を取り込み拡張（2件）
　温度計に白い紙風船を貼って「色温度計」にし，白
く温度が低い紙風船には「雪国」が詰まっているとし
た（図12）。別の湿温度計に置いた例は，文字盤の冷
たい青と暖かい赤の間に白があることから，その間に
紙風船を置き，白を青と赤の温度の間の温度を意味す
るものとした。

・ 環境にあるモノや状況の特性を色と形の共通性や関
連等で表す（4件）
　紙風船を窓辺に置いたり，天日干し（図13）のよう
に並べて光の感じを象徴的に視覚化したり，何気なく
置けば落し物に見える紙風船を，落し物箱と並べたり，
本立てなど周囲にある白い物と並べることで，気付か
れずに環境にあるものを紙風船の形と色の共通点で気
付かせた。
 

・色や形や特性による概念の対比（件5）
　白く固いヘルメットに白い紙風船を置くことで固く
護るものと柔らかく潰れるものを対比させたり，テレ
ビ画面の黒に紙風船を載せて白黒の対比をつくりだし
たり，「正反対のもので…」と題し，燃える用と燃え
ない用のゴミ箱に赤白の紙風船を貼って色と用途と対
概念の対応を表した（図14）。「先住民との争い」は教

室と廊下の境界と赤白の対関係を結びつけ，教室の内
と外の人間関係を比喩的に視覚化した（図15）。

・その他（3件）
　書道作品と壁の間に紙風船を挟み，壁と並行して浮
かせて美しく展示する「浮かせるための空間」の欠如を
顕在化させたり（図16），ドアとロッカーの隙間に紙風
船を潰して挟み込むが，反対側がガラスのため挟まれて
潰れている様子が見え，隠しているにも関わらず見える
ところも面白い（図17）。グループワークでは「まだ，
わからない」と紹介したグループがあった。時間の都合
で自分たちが「これだ」と思える発見には至らなかった
が，思いもよらない発見や意味が立ち上がることを積極
的に模索していたグループだった。彼らの言葉はそうし
た探究途上の現状を的確に発表したもので，こうした探
究に向かう態度が重要であることを皆にも伝えた。

図12　色温度計と雪国が詰まった紙風船

図13　天日干し

図14　赤と水色のゴミ箱 図15　先住民との争い

図16　そっと浮かせる

図17　ガラス越しに見える

東 京 学 芸 大 学 紀 要　芸術・スポーツ科学系　第72集（2020）

－ 84 －



（４）活動の考察
１）赤白の紙風船の特性を生かした探究の姿
　このように短時間に多くの多彩な発見が生まれた。
いずれも白い紙風船の形や色，光を通して透けたり，
折り畳めたり，四角なので積み重ねられることなど，
白い紙風船の特徴をフルに生かして探究がなされた。
また，後半に赤い紙風船が追加されることで2種類の
色による対や対比が可能になる。そのあたりで異なる
二つのものを概念的に発展させた例が見られた。
　また，探究は空間や環境に潜在するものに「気付く」
ことだけでなく，その視点から作品化したり，具体化
する過程を通してさらに想像的に発展させたりする点
が重要である。理解に回収し着地させるのではなく，
そこを通過しつつも，その先に「何か」を自分たちで
手繰り寄せたり，生み出したりすることがアートによ
る美的で創造的な探究の一つのあり方であろう。
２）図工におけるアートによる探究の手がかり
　今回は身近な折り紙の紙風船と，その色や形や透過
性や折り畳みなどの変形など，その特性を生かした探
究が多数生まれた。ゲームやクイズ感覚で楽しみなが
ら個人やグループで取り組める活動になった。6年生
ということもあり，「◯◯に見えた」「◯◯と同じだ」
といった「見えた形や色」に基づく形態的・表象的な
見立てに留まらず，そこでのさらなる操作や試みの中
で何らかの「発見」を生み出すこと，手繰り寄せるこ
とが本実践では必要になる。全体的には，造形遊びで
の様々な「試し」や，発想と構想を深めた探索的な意
味生成活動が，高学年の発達段階に応じた形で具体化
された姿も見られた。
　特にこうした抽象的で概念的な操作や飛躍的発展（発
想）を生み出す際は，概念と操作による展開の可能性と
方法について言葉による説明や教師による例示を通して
理解し，それを自分で一度試し，次の段階でさらに応用
的に発展させていく必要がある。しかし，自分が試した
ことにどんな意味や可能性があるのか，児童自身や友だ
ちとの意見交換はもちろん，教師がその意味や価値をう
まくキャッチしつつ，意味を固定するのではなく，さら
に次の段階に応用・発展可能な状態で思考や概念生成
の不定形な素となるような省察を補助する声かけや会話
が必要である。もちろん児童同士の活動中の会話にこう
した契機が含まれるが，児童同士だけでなく，教師にお
いてもこうした関わりが重要になる。
　児童は時に直観や偶然によって行ったことを自分では
上手く言語化しえない場合がある。アートや図工は言語
による論理的理解に落とし込めない「何か」に触れたり
捉えさせたりする重要な方法である。そこに予め答えが

あるわけではないがゆえに，児童は自分が試みたことが
何の意味を持つのかに気付いていく（発見していく）た
めに，二重の意味で跳躍的で発見的解釈や気付きに挑
戦していくことになる。それをある程度自分で手繰り寄
せる子もいれば，他児との会話や協同によって何かを掴
む場合もあれば，教師のサポートによって成し得る場合
もある。いずれにせよ，子どもたちがどんな感覚や直観，
思考，具体的な操作や試み，省察の過程にいるのか，
その体験の位相を意識しながら助言や援助を行う必要
がある。当然，教師は「答え」を持っているわけではな
く，絶えず自分なりの感じ方や気付きを試されてもいる
わけだが，こうしたアートによる意味創出の探究活動に
おいては，教師も協同で意味を創出する共創者（Co-

Creator）として場に関与し，自らを創造的に投企するこ
とが求められるのである。（笠原）

６．実践報告

「場所や物の思い出」（6－ 3）

（１）実践の意図
　本実践では画用紙と筆ペンを用意しドローイングを
行った。対象は小学校生活を過ごした校舎の思い出と
して残っている場所やものである。6年生は卒業を控
えており，この校舎の様々な場やものと関わってきた。
本実践では一枚の画用紙を半分に折り，片面に描画し，
裏面に自身の描く際の気持ちを言葉にして書いた。ド
ローイングの過程で思い出の場所やものを改めて観察
し思い出す中で，今の成長した自分から振り返ること
を目的としている。文自体は長文ではなく一言から短
文など幅広い形式で書いた。
　自分の生活環境の中から場所を探し描くという授業
はこれまでも多く行われている。小学校高学年の題材
「わたしのお気に入りの場所」（開隆堂，2015）は自分
が気に入った場所を選び，観察をする過程でその場所
の思いを描いて表す授業である。また，「わたしの大
切な風景」（日本文教出版社，2015）では生活を過ご
す中で見つけた大切に思う風景を描く題材である。こ
れら教科書に挙げられている題材では描く場所を探す
過程を通して自身の周囲にある大切なものや気に入っ
た場所について振り返りながら描くことを重視してい
る。また，その生徒自身が描くにあたって考えている
場所やものへの見方が描画として表現されることも重
要な点である。
　自分にとって身近な場所やものを描く授業では水彩
絵具やコンテ，パステルといった様々な道具を用いる。
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しかし，上記の題材では描画に焦点を当てているため，
言語的な活動は鑑賞の際にのみ絞られている。もちろ
ん，これらの題材を行うにあたってワークシートや感
想文を題材の導入や終了後に設けている実践もある。
アイディアスケッチを行う場合もあるだろう。時間も
90分を複数回行い，場所を探すことから丁寧に進めて
いくといった場合もある。
　本実践は45分授業 2回の計90分で活動を終えるた
め，精細に描画を進めていくのではなく，単色でのド
ローイングとし，描画しながら短い文章を作ることに
した。場所やものから過去の自分を振り返ることや自
分にとっての新たな発見を描きながら省察し，描画に
記述も加えることで，これまでの題材とは異なる点か
ら思い出とともに学校を捉え直すことを意図した。

（２）活動の展開
　導入では活動の参考作品を児童に示し，校舎を振り
返りながら描くことや短文を書くことを説明した。用
いる画材は自身が所有している鉛筆以外に筆ペンで描
くことを伝えた。今回は前述した授業の題材のように
複数の画材を使って時間をかけて描くのではなく，ド
ローイングとして単色で線的な描画をすることを伝え
た。その際に思い出を振り返りながら描くことを強調
した。場所やものを振り返りながら，そこでどのよう
な経験をしたのか，その場所やものがどのような対象
として心に残っているのかなどを振り返ることが重要
であることを話した。導入が終わり制作を開始すると
多くの児童が教室から出て校舎の様々な場へと移動し
た。本実践では時間の制約上校舎の外へ出ることはせ
ず，校舎内や教室内で行うことを事前に説明している。

（３）活動の結果
　制作時間に入ると，ある児童は図書室の前で描き始
めた。中には場所ではなくて自分が履いていた上履き
を床に屈んで描いている児童や，今まで使ってきたラ
ンドセルを描いた児童もいる。完成した児童から教室
に戻り，黒板に貼っていく（図18）。時間に余裕があ
る児童は 2枚目，3枚目と制作を続けた。最後にクラ
スで共有するため，全員の作品を貼り終えた段階でク
ラスに集合した（図19）。制作終了後にクラス全体で
振り返りを行い，それぞれの描いた場所やものについ
て共有を行なった。   

 

　図20は「毎日水をあげて育てた花，卒業まで見届け
たい」とあり，「卒業」という期限と，花が咲く「期
間」といった，6年生ならではの気持ちと時間が現れ
た作品である。

図18　完成した作品から黒板に貼っていく

図19　全員の作品を黒板に貼った様子

図20　児童作品

図21　短いフレーズで作られた作品
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　図21の児童は「6年間いつもしょってるランドセル」
と文を書いたが，その他にランドセルを描いた児童が
2人いた。それぞれ「六年間お世話になったランドセ
ル」，「6年間の思い出　ランドセルいつも使った」と
書かれている。一人の児童は 1年生の頃の重かったラ
ンドセルを思い出しながら描いたと話していた。鑑賞
の後，描いた理由とともに感想を書き，授業を終えた。

（４）活動の考察
　本実践では描画と言葉を用いた活動であるが，小学
校図画工作科及び中学校美術科や高等学校の美術科の
授業では主に鑑賞の授業で言語活動の充実が図られて
いる。言語化に関する実践研究も数多くある。竹内・
橋本（2017）はアクティブ・ラーニングの視点を導入
した鑑賞的体験において生徒の認識や感覚を言語化す
るプロセスに着目し，美術の俯瞰的理解に関する効果
を明らかにしている。その中で竹内らは生徒の自由記
述をテキストマイニングで可視化し，美術の俯瞰的理
解について「自由記述の可視化を概観するとともに，
それに基づいて抽出された具体的な記述を分析するこ
とによって，生徒が鑑賞的体験を通して何を俯瞰的に
理解したのか，どのようにして理解したのかを読み取
ることができた」と，記述によって鑑賞体験がもたら
した生徒の学びを具体的に抽出し，生徒が記述を通し
て学習の深度を明らかにしている（p.216）。萱（2015）
は高等学校の書道の鑑賞活動の実践から発話とイメー
ジの立ち上がりとの関係に着目した。実践を認知言語
学の理論を援用し，鑑賞活動の言語的側面について論
じている。このように美術は授業の特性上，制作に重
きが置かれている中で鑑賞は言語活動と結びついて研
究が行われている。また，これらの研究は言語活動や
記述を取り入れることによって生徒の理解や学びの共
有が可能となることを示している。
　鑑賞における言語活動の研究が多くある一方，表現
と言語活動を結びつけた研究もある。有田（2010）は
表現主題を言語化することによって次の三点を実証的
に明らかにした。「1．生徒は自分の表現主題を明確に
認識できる。2．それゆえ，制作が明確な方向性をも
ち安定する。3．教師は生徒の主題が言語化されてい
るので生徒の意図を正確に把握し，指導も的確にな
る」。光山（2012）は有田を踏まえ，中学生が表現主
題を生み出し，それを言語化する制作過程で生じる学
びを深めていくためにワークシート「制作カルテ」を
作成している。鑑賞や制作過程での言語活動や記述は
理解を深める一助となる。
　作品制作と記述を組み合わせた実践においてワーク

シートなどではない短文を用いた実践研究もある。髙
橋（2013）は五七調で作品を述べることによって作品
の感情像を的確に示せることについて述べている。フ
レーズでの表現主題や作品感受の記述が作品の味わい
を共有する手立てにもなっている。本実践においても
五七調のように短い文章を書くことによって振り返り
や描くきっかけとして用いた例もある。図22の作品は
五七調で書かれている。授業内では五七調に関して伝
えてはいないが，短い文章でありながらも意図的に語
句を入れ替えて述べている。図21も同様に五七調の文
で書かれている。作品を分類すると以下の結果になっ
た。また，作品に関しては同一の児童が複数制作した
作品も含まれている。
【物や場に関する思い出：24件】
【物や場の描写：2件】
【その他：4件】
【出来事に関する思い出：8件】

 

　思い出では友人と行ったことや遊んだ出来事に関し
て描いている。次に多いのが校舎の様々な物や場所の
思い出であり，使ってきた物や場所を自身のエピソー
ドと共に描いている。エピソードがない物や場の描写
は 2件あり，それ以外の作品はその他に分類した。
　本実践での主題が「学校での思い出の場所やもの」
だった点，描画活動を探究のきっかけとして活用した
点は，多くの学校で容易に実践が可能であると言える。
児童は筆ペンに興味を持って取り組むことができ，描
き直しができないため，短い時間の制約の中で思い
きって活動できていた。児童は場所やものの描画活動
を通して過去の体験を思い出し，現在の自分を反映さ
せつつ新たな創造活動につなげていた。思い出を探究
する活動であるが，過去のことではなく今の自分に向
き合う活動になっていたと言える。教室での作品の鑑
賞時間では他者からコメントをもらうことで各自が自

図22　五七調で書かれている作品
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分だけでは気がつかなかった探究の視点に気付くこと
ができたのではないかと考える。その点で，本実践に
おいては全ての作品を並べて展示し，語り合う時間が
重要だったと言える。
 （小室・佐藤）

７．実践報告

「ワクの外に何が見える？―日常のリ・フレーミング

ワークショップ」（5－ 1）

（１）実践の意図
　本実践では事前の検討会で挙がったABR・ABERの
実践化のキーワード「世界に触れる，世界を開く方法
に触れる・知る」をコンセプトに，①黒画用紙を丸と
長方形に切り抜いたツールを用いて物理的に物の見え
方を変更し，②新たに見えた景色に意味を付与し，③
キャプションにまとめる活動をデザインした。見方を
変えることで日常的な風景の中に「ちがい」を見つけ
る活動はこれまでの教科書題材でも取り上げられてい
るが（例えば日本文教出版 3・4年上「アート探検隊」
他），その目的は新しい見え方の発見に留まっている。
すなわち現代美術の特徴である新しい世界観を提示す
る，そのための表現技法も表現者自身が生み出すと
いった「発見」に続く「見立て（＝新たな意味の付
与）」や「仕立て（＝作品化，コンセプト化）」といっ
た創造的な探究プロセスが活動に構造化されていな
い。創造的な探究のプロセスをデザインすることは
ABR・ABERの実践化の検討にもつながると考え，本
実践を計画した。
　本実践で児童は 3種類の紙枠を片手に校内を散策
し，いつも見ている・身を置いている風景にかざして
は切り取るという行為を繰り返していく。その造形行
為の意図は視界の先につながっている／連なっている
ボーダレスな世界に自ら境界線を引くことでつくりだ
された領域内に目を向ける「焦点化」にある。すなわ
ち切れ目のない世界＝日常に直感的・意図的に与えた
区切りによって現れた非日常に目を向けることが目的
とされる。こうして「発見」された領域に新たに意味
を与えコンセプト化する一連の活動を探究的に展開す
ることを通して，世界に触れ，開く方法を経験できる
ようにすることを目的とする。そのためのツールとし
て紙枠 3種類とワークシートを準備した（図23）。
 

（２）活動の展開
　本実践は，表 1のように展開した。

　1グループに 1名の学生またはクラス担任がファシ
リテータを務めた。ファシリテータは，各グループに
1台準備したタブレットで児童が撮影する際に，児童
自身がシャッターを切れるよう紙枠を持つ役割を担っ
た。併せて，写真のプリントアウトの作業もファシリ
テータが担当した。印刷はタブレット端末からエアプ
リントで行なったが，複数のタブレットを使用したこ
とでネットワークが混線し，想定よりも印刷に時間が
掛かってしまった。そのため最後のグループ内での発
表会を実施しないまま，全校による鑑賞会に突入して
いる。

（３）活動の結果
　「いつもの景色から，いつもと『ちがう』景色を見
つけよう」という授業者からの提案を受け，30名の児
童はそれぞれ校舎内の特徴的な形や色がある場所や，
何気ない自然物に注目していた。作品とキャプション
は図24の通りである。
 

時間 活動

1時間目

❶ 3種類の紙枠を持って校内へ出掛ける。
❷紙枠を持って校内を散策し，いつもと違
う見え方をする枠越しの風景を楽しみなが
ら，気に入った風景をタブレットで撮影す
る。撮影後は，教室に戻りプリントアウト
&ワークシート記入。

2時間目

❸場所を選んだ理由，紙枠越しにどのよう
な景色が見えたのかなどをワークシートに
まとめる。
❹プリントアウトした写真を黒画用紙に貼る。

3時間目 展示&鑑賞会

表１　本実践の展開

図23　使用したツールとワークシート
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　分析は，1）対象となった事物である「物・場」か
らイメージを広げたり ,見立てられた「モノ・コト・
バ」を 6つのカテゴリーに分類し，2）児童が注目し
た造形的要素や採用した方法を 5つのカテゴリに分類
した。2つの項目の関係を思考の構造と注目された要
素から生成されたアイディアを考察したのが表 2であ
る。以下にカテゴリの特徴を示す。
・「物」から「モノ」へ（11名）
　磯崎（1990）によれば「見立て」とは物の形態の特
徴から見出した類似性に意味を与えて命名することと
される。本カテゴリでは物の形状や色の特徴に類似し
た何かを見立てた活動が展開された。一方で，児童A

の「動物のイス」のように切り株の形の特徴からイス
を連想した上で「動物」が使うというイメージを加え
た児童もいた。
・「物」から「コト」へ（8名）
　児童Bは，一輪車の車輪のスポークが入り組む様子
を赤外線に見立てて「スパイの試練所」という想像上
の異空間を構想している。このカテゴリでは，空間の
造形的な特徴や場が持つ意味を新たに解釈することで
新たなコンセプトを生み出している。児童Cと児童D

は，紙枠を虫眼鏡のように用いてみたい範囲をじっくり
と観賞することで広がった世界観について語っている。
・「物」から「バ」へ（3名）
　対象物の色や形にフォーカスし，その中に何らかの
世界観を見出していた。
・「場」から「コト」へ（2名）
　児童Eの「さけぶエジプト大王」では校庭の砂地に
できた足跡の見立てについて「（…）さけんでいる人
が偉い人に見えた。そのためただの校庭からとてもご
うかなところにかわった」と記述している。表象の見
立てからその場に物語を生み出している。
・「場」から「モノ」／「バ」へ（各1名）
　場の色や形の特徴からイメージを生成している。

・分類不可のもの（4件）
　見立ては起きず，自分自身が気になったり美しさを
感じたりした場所を紙枠で切り取り，それに対して説
明している。

（４）活動の考察
１）探究する姿と受容者の必要性
　本実践において，児童は紙枠を片手に構内を散策し，
様々な風景や物に紙枠をかざし，切り取り方や切り取
る対象を吟味する様子からは，児童自身の美的価値観
に基づきながら主題を探すための探究活動としてとら
えることができた。多くの児童が，「類似の発見ない
しは，類似の設定によって結びつけ，それによって主
題となっているものに新たな《物の見方》を適用し，
新しい意味を（または忘れられていた意味を）受け手
に認識させる」（尼崎，1988）という「見立て」の手
法により活動を展開していた。一方で，①自分が何を
感じたのか，考えたのかをふりかえることや，②①を
整理しながら記述で表現することに難しさを感じてい
る児童もいた。美的・創造的な探究活動が非言語領域
で暗黙的・身体的に進められる活動であったとして
も，学習者自身が学びを自覚するためには，やはり言
語化の作業は必要となる。学生ファシリテータや教員，
児童同士で対話することで児童自身のふり返りが促さ
れ，キャプションの記述に反映することができていた
ことからも，芸術的探究活動において創造的な対話役
が必要なのではないかと考える。
２）アートによる探究的な実践化に向けて
　今回の実践で設計した学習環境では，クラスの約 3
分の 1が「見立て」による方法で活動を進めていた。
その一方で，対象から想起されたコンセプチュアルな
領域でイメージを広げる児童や，散策することなく
「ピンときた」風景にたいし直感的に写真撮影をする
児童の姿も散見された。つまり，こちらが「ていねい
に」準備し，想定していた思考や探究のプロセスを越
えて活動していたということである。この結果を踏ま
えて，以下の 2点について挙げたい。　
① ABRのプロセスとラーニング・フレームワークの採
用バランスをどのように考えるか

　芸術に基づく探究活動は，学習者ごとに異なるプロ
セスを経ることになる。本実践でも，授業者の想定を
超えた広がりのある探究活動が展開されていた。学び
の個別性（多様性）を重視したラーニングの展開を想
定したアート・ワークショップのようなオープンエンド
な課題構造とABRは親和性が高いと考えられる。その
場合，学習者自身のふりかえり評価の対象とした教育

図24　作品と展示の様子
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実践を想定する場合は，芸術や探究，それに付随する
知識の活用方法など，学習者のレディネスに左右され
るため，探究の質や量を保証するためには，ラーニン
グ・フレームワークを準備する必要性がある。高木ほ
か（2015）が認知科学的視点によるケーススタディか
ら現代アーティストの創造プロセスを明示したように，
ABRのおおまかな認知プロセスを形式化（一般化）し，
その枠組みに基づいて教育実践活動を構造化すること
も検討する必要性があると考える。
②芸術的探究を可能とする課題構造の検討
　ABRの教育実践化やABERの実践では，「芸術探究」
の活動を通して子どもの発達や資質・能力の育成に向
けて教育的目標やねらいを設定することになる。すな
わち，芸術的探究でなければ達成できない課題構造を
検討するということである。今回の実践を終えてみて，
探究活動が持続性のあるサイクルで展開していくこ
と，どのフェーズにおいても探究的性格をもつアクティ
ビティを設定することが検討事項として挙げられた。
　今後は本実践で児童たちが見つけたいつもの風景の
中の「ちがい」を探究の主題とし，さらに次のフェー
ズで深めていくための活動デザインを考えていきたい。
 （手塚）

８．実践報告

「見えているようで見えていない色を見つける」（5－2）

（１）実践の意図
　本実践は様々な偶然性に巻き込まれることをきっか
けにこれまで気づかなかったことに気づいていくこと
を通して ,世界の見え方を複眼的にしていくことを目
的としたアート活動である。一般的な発達の理論では
「分からなかったものが分かるようになること」が目
指される。一方 ,本実践の目指すところは「分かって
いると思っていることが分からなくなる」ような活動
である。言い換えるならば「分かる」とは何かを考え
るようなものでもあるし，図工を通して「分かる」と
は何かに気づいていくことでもある。また，そうした
体験を通して世界の豊かさや，私たちが生きることや
存在していることの「自由」を感じ取ることを目指し
ている。
　ところで，私たちは世界の物事には意味があると
思っている。そして，その全ての意味を理解すること
などできないとしながらも，意味は確かに存在し，分
析や経験を続けていけばその真理のようなものに辿り
つけると思っている。
　例えば目の前に一つの「りんご」があるとする。私
たちは「りんご」の意味を知っている，と思っている。
それは「食べられるもの」であったり ,「赤い色をし

表２　思考の構造と注目された要素から生成されたアイディアの関係
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ている」「どこどこで獲ることができる」などといっ
たように。しかし，よく考えてみると，私たちが知っ
ているのは，りんごについての幾つかの意味，という
ことでしかない（あるいは私にとっての意味）。つま
り有限化された意味であるにもかかわらず意味を知っ
ていると思っているのである。もちろん有限化を否定
しているわけではないし，有限化は生きることをス
マートにする。しかし，同時に私たちはりんごの意味
はどこまでも多義的で終わりなく析出されてしまうと
いうことも知っている。つまり，意味は無限に増殖し
ていくということを。とはいえ，意味は無限に増殖し
ていくが，私たちにはいつかその意味をすべて理解す
ることができるとも思っているのである。とても不思
議でもあるが，こうした意識のあり方は近代的な意識
や科学的な知性を生み出してきたといえるだろう。そ
れは，対象（物）を分解し，どこまでも細分化してい
くことでその意味を明らかにすることができるという
態度であり，まだ意味になりえていない意味が絶えず
クラインの壷のように現実界から生成してくるという
近代の思考の構造である。こうした構造をコギトが支
えているのである。
　ところが，その意味は本当に細分化することで明ら
かになるか。物質を素粒子やクォークといった最小の
単位にまで分解したところで，そこにほんとうの意味
が書かれているわけではない。むしろ，そこにあるの
は底の抜けたvoid（空虚）である。そして，私たちは
voidの先に意味の外部，あるいは物自体を見出すこと
になるのであるのであろう。しかしながら，意味の外
部や物自体は単に意味をどこまでも問い続けることで
辿りつけるような地続きの世界ではない。そうではな
くて，意味があるはずであるという意識自体を手放す
という，ある種の跳躍によってしか辿りつけない世界
なのである。そうした跳躍は図工によって可能になる
のではないか。そのことへの期待が本実践の意図であ
る。

（２）活動の展開
　はじめに「りんごは何色か」という簡単な問いを
きっかけにしながら図工的な探究と科学的（理科的）
な探究の違いについて簡単なレクチャーと対話を行い
「何色」と一言では表せないほど無限に色が存在して
いるということや，「赤色」といっても人によってイ
メージする色に違いがあることをクラス全体で共有し
た。
　次に制作の展開をおおよそ説明し作業に進んだ。ま
ず，はじめに二人組のペアーを作った。児童一人ずつ

には「中に何色が入っているか分からないように細工
した絵の具セット（12色）を配布した（図25，26）。

　児童は配布された絵の具の中から直感的に 2色を選
びパレットに絵の具を出して混色する。混色をする際
の配分については特別な指定は行わなかったが，ほと
んどの児童はおよそ等量ずつをパレットに出し混色を
行っていた。混色をする際に最も注意したことは「決
しておしゃべりをしてはいけない」ということである。
それは混色する際の「心の動き」を大切にしたいから
である。例えば，それまでに混色した経験のある色や，
青色と黄色を混色すると緑色になるといったすでに
知っている色ではない色を混色する際に感じる「あ！」
や「え！」あるいは「きれい」「きたない」と感じる
自分自身に気づいて欲しいからである。

　次に，時間的な制約の都合上，今回は事前にスタッ
フが用意した「全く意味のない形」の用紙から，「な
んとなく色に合う形」を選び混色した色を彩色した。
続けて，ペアーとなっている児童と最初に選んだ 2色
のうち 1色を交換し，混色を行い，同様の手順で彩色
を行った。
　次に出来た 2枚の用紙を持って校舎の外に出て同じ
色の場所やものを探した（図27，28）。当日，校舎内
では図工の作品展が開催されており，校舎内は日常と
は違い色彩が溢れていた。そのため，あえて一見する
と色が少ないと思われる校舎外（グランドなど）で色
探しを行った。色が見つけられたらスタッフが写真を
撮影した。撮影が終わり教室に戻った児童からチェキ

図25　使用した絵の具 図26　混ぜ合わせる作業

図27　同じ色をさがす 図28　同じ色をさがす
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プリンターによって写真を現像し，各自が作った色の
名前を考えてみた。色の名前を考える際には場所にこ
だわることなく自由に詩的な名前，面白い名前を考え
ても良いと伝えた。
　最後に車座になって各自が考えた「色の名前」と見
つけた場所を共有するとともに，今回の活動をふりか
えり，色について考えたことなどについての対話を
行った。

（３）活動の結果
　偶然選んだ 2色の混色によってできる色が自分の好
みの色ではなかった場合に色探しに積極性が弱くなる
のではないかと危惧したが，むしろ結果は逆であった
ように思われる。
　いわゆる「きれいな色」ではない色，「赤」「青」
「黄」「ピンク」などといった原色ではなく，少しくす
んだ色（混色しているので当然だが色の彩度は落ちる）
などの方が，実は探すという行為において面白みが
あったということである。それは，なかなか見つけら
れないものを探そうとすることによって，児童自身も
色によって現れてくる世界に巻き込まれていたという
ことである。最初はなかなか見つけられず，「色がな
い」と発言していた児童たちも，時間が進むにつれて
次々に色を発見できるようになっていた姿からも見出
すことができた。このような結果を見てみると，今回
は 2色を混色したが，混色の回数を増やすことや作る
色数を増やしてみることで「色によって場所を見るこ
と」の深度は進んでいくのではないかと思われた。
　それから，今回は色を探すことで時間的には限界で
あったが，意味のない形を基に形を探すことも可能で
あったのはないかと思われる。
　最後に行った哲学対話の手法によるふりかえりで
は，児童全員が色探しという探究の中で感じたことを
言葉によって語ることができた。偶然に作られた色に
よって色探しをしていくことによって，色はどこかに
あるのではなく，世界はすでに色に満たされている，
ということを共有することができたのではないかと考
えている。
（４）活動の考察と図工における探究の理論
１）偶然性に巻き込まれることによる探究
　今回の実践のキーワードは偶然性を偶然性のままに
楽しむ活動であったということができる。偶然性を楽
しむとは，言い換えるならば，それまで見たことのな
かった世界の姿に出会い，その豊穣な世界の姿の中に
身を委ねていくようなことである。しかし，そうした
偶然性，いわばメイヤスー（2016）が述べるような

「事物それ自体」を思考すること，相関主義の裂け目
を抜け出すためには，制作者の主体性をできる限り弱
めることが必要な条件となる。そのためにも本実践で
は制作者の意思や意図ができるだけ介在することのな
いように注意した。しかし，制作者の意思が全く介在
しないのであれば，それは（個人の）表現ではなく
なってしまう。だから，私たちがこの実践において試
みたのは制作の初めの段階における制作者の意図を弱
めることといった方が正しい。そして制作の運動性や
偶然性に巻き込まれる中で，新たに制作者の主体性が
浮かびあがるようになることを目指したということで
ある。これはアトキンソン（2018）が「生成（becoming）
というむしろ不確定な世界においていかになりゆくか
を学ぶことである」と述べたように，制作という運動
性の只中に巻き込まれることで学ぶことと言える。つ
まり，その瞬間において何をつかみとっているかが重
要な問題なのである。そうであるから，図工において，
制作以前にその活動の目的や正解を示すことは難し
い。なぜなら，こうした制作はその過程を経ることに
よって新たな自己が生成してくるような事態でもある
から個々によって何をつかみとるかは本来的には制作
以前には把握できない。しかし，あえて目的を述べる
ならは，制作者それぞれの答えのようなものを，いや，
疑問を見つけること，となら言えるのかもしれない。

　世界は常に変化し続けている。その変化，あるいは
動きに対応していく術を学ぶこと，そうしたことを学
ぶことが図工において探究し続ける姿なのかもしれな
い。また，そのことは生きることの多様さと自由を実
感する契機になるのではないかと考えている。
 （生井）

図29　教室で椅子の上に作品を並べての展示
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９．実践報告

「学校の軌跡と自分たちの今を写し取る」（5－ 3）

（１）実践の意図
　多くの美術作品は，どのように物事を捉えるかとい
う作家の視点が投影されている。目に見えないかたち
であっても，作者の視点は内包されているものではな
いだろうか。
  本実践では「時間」という概念を，児童が生活の中
で多くの時間を過ごす学校という場を通して考え，造
形物として表現する活動を試みた。
　実践校であるみなみの小学校は，2017年より中野新
明小学校と新山小学校が合併してできた学校である。
現在の校舎は，64年前に新山小学校が設立された時に
つくられたもので，みなみの小学校としては２年目を
迎えている。自分たちが生きてきた時間よりもはるか
に長い時間を遡り，64年前の設立当時をイメージする
ことは決して簡単なことではない。今，自分たちが目
にしている学校の風景を通して，見たこともない64年
前を想像して景色を見つけようとする試みは，日常と
は異なる視点で風景を見つめる体験になるのではない
だろうか。
　「時間」についての探究と造形活動をつなぐ活動と
して，フロッタージュによる記録という方法を選んだ。
技法としては低学年でも行える技法であるが，それゆ
えに場所を探すことに集中することができると考えた
ためである。
　配布した紙は持ち運びや活動時間を考えてA3，A4
サイズとした。造形活動の際にはフロッタージュした
紙を素材として取り扱い，「時間」についての探究を
かたちにしていく。
　フロッタージュは，凹凸の特徴を捉えるが，写し
取った部分がそのもののごく一部であると何を写し
取ったのかわかりにくいこともある。自分たちがフ
ロッタージュしてきたものがどんなものか，表し方を
工夫することは，図画工作の中で培う技能のひとつで
ある。フロッタージュしてきた紙を素材として，どう
すれば写し取ってきたものを表現できるかを思考し，
創造していく。風景を見る活動の後，時間を超えた視
点を造形物として表現する活動へと繋げていく。

（２）活動の展開
　まず，実践校の成り立ちについて話し，ゲスト
ティーチャーである筆者と一緒に「この学校の発見と
表現をする時間」として活動してもらいたいという旨

を伝えた。造形活動だけでなく，思考すること，発見
することも図画工作では重要であるという意識を持っ
て探究活動に入ってもらいたかったからである。
　 4人一組となり，40分間学校の敷地内を歩きながら
「創設当時（64年前）からあったと思うものやこと」
「自分たちが今を感じるものやこと」をフロッタージュ
で写し取る。
　配布したものは，A3，A4 の紙，コンテ，鉛筆，ク
レヨン，ハサミ，セロハンテープ，ワークシート 2種
である。ワークシートは「64年前」「今」の 2種類で，
それぞれフロッタージュしたもの・場所・なぜそう
思ったかを記録する。
　次に教室に戻り，班ごとに 4つの机を島にして展示
台としてフロッタージュしたものを展示する。自分た
ちが何を見つけてきたのか，見る人に伝わるようワー
クシートとともに展示する。フロッタージュしたもの
は加工や工夫を行うよう声がけを行なった。
　最後にグループごとに，どこでどのような「創設当
時（64年前）」と「今」を見つけてきたのか，その理
由について発表し，鑑賞する時間をとった。

（３）活動の結果
　短い時間ながら校内を夢中で探索し，限られた素材
で造形活動と展示を行い，もっと時間があればと思う
ような創造的発見や工夫を目にすることができた。
１）創設当時（64年前）からあったと思うもの
　初めは，「創設当時からありそうなものを探す」＝
「古そうなものを探す」というイメージを持って活動
する児童が多く，「錆びている」「塗装が剥がれている」
といった劣化しているものを見つけて写し取る姿が見
られた。また，校舎が64年前に設立されたものである
ことから，建物自体を写し取る様子も多かった。
　探究活動を進めていく中，古びているものを探す以
外のアプローチをとる児童の姿が見られるようになっ
てきた。例えば，創設当時の写真を元に当時と同じ場
所に行き，ウサギ小屋が当時と同じままだと気付いた
児童。探検家のように普段は入らないような倉庫の奥
から古びた電球を発掘してきた児童。土に埋まってい
るものは昔からあるのではないかとマンホールを推理
した児童などである（図30）。アプローチ方法に変化
が出てきたことに，児童の中で思考の深まりを感じた。
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２）今を感じるもの
　今を感じるものに対しては新しく購入されたものを
選ぶ児童が多く見られた。例えば，クラスに導入され
たばかりのPCや電気器具類である。また，学校敷地
内の仮設プレハブ校舎の一部など，「買ったばかりだ
から」「まだ作られたばかりだから」という「新しい
もの」だからという視点で選ぶ様子が見られた。児童
の中には，「自分が今を感じるもの」として考える様
子も見られた。また，自分が使っているロッカーを写
し取っている児童もいた。設備としては決して新しい
ものではないロッカーであるが，これまで何人も使っ
てきたであろうその場所も，今は自分が使っていると
いうところに「今を感じる」のは興味深い活動だった。
３）造形活動と展示の工夫
　フロッタージュしてきたものを素材として，自分た
ちが見つけてきた「創設当時からあるもの」と「自分
たちの今を感じるもの」をどのように表現するか。紙
コップやハサミやセロハンテープなど，身近な素材と
道具を使った活動であったため，表現方法の試行錯誤
に集中することができていた。
　図31は創設当時からあ
ると思ったものとして写
し取ってきた古い電球で
ある。見つけた時の状態
は倉庫に置かれていたも
のだったが，展示するに
あたり，上から吊るすこ
とで電球らしさが表現で
きると考えて配置されて
おり，伝えるための展示
が考えられた例である。

　図32の児童たちは，校庭の水飲み場は創設当時から
あると考えてフロッタージュを行なってきたグループ
である。写し取った部分は紙よりもはるかに大きい上，
凹凸だけでは水道であることは伝わりにくく思われた
が，フロッタージュした紙に折り目をつけて立体的に
したり，紙コップと組み合わせることで水道を表現し
ていた（図33）。細部にまでこだわっており，鑑賞時
間には何を表現しているのか他のグループの児童にも
伝わっているようであった。
　今を感じるものとして校門をフロッタージュした児
童たちもまた，実物のごく一部だけをフロッタージュ
した。このグループは，フロッタージュする際に門の
どの場所を選ぶと門らしさがあるかに注目して場所を
選ぶ姿が見られた。そして，門のように立てて展示す
るにはどんな工夫ができるか，グループ内で意見し合
う様子が見られた。　

（４）活動の考察
　児童たちの「時間」に対する様々なアプローチの幅
広さと造形活動での表現方法の広がりを見て，活動時
間がもう少し長く取ることができればさらに探究も深
まるであろうと強く感じた。
１）表現方法の広がり
　実践を計画した当初，新たな視点を持つことに重点
を置いていたため，造形活動に充てる時間が15分程度
と短かった。そのため，使用できる素材はフロッター
ジュしてきた紙のほか，紙コップやハサミ，セロハン
テープという限られた素材を使っての造形活動とし
た。しかし，予想以上に自分たちのイメージに近づけ
ようと試行錯誤を行い，工夫をこらす様子を見て，活
動時間と材料の種類を増やすことができると，より学
年の発達段階に応じた表現力を養う活動になり得ると
感じた。
　また，活動中に交わされた児童の発言を拾っていく
と，イメージの広がりを感じることができた。例えば
同行していた講師によると，校庭の水飲み場で「時間」
の探究をしていた児童たちは，創設当時から水飲み場
はあったのではないかと話す中で，「60年前の水を飲
む」と言って水を飲んだという。この様子を聞き，探

図31　古びた電球の展示

図32　水道を写し取る 図33　紙コップで水道を表現

図30　64年前からあったと思うもの（マンホール）
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究活動から表現活動へと繋げるにあたっては，造形活
動だけでなく，身体を使った表現や言葉を使った表現
への可能性もあるのだと感じた。
　児童の取り組みや，やり取りを丁寧に追っていくこ
とで，児童それぞれの表現方法の広がりに出会うこと
ができ，活動を柔軟に展開していくことも可能となる。
２）鑑賞・活動の共有から新たな問いへ
　それぞれの作品を鑑賞し，どのような活動であった
かを発表することは自分の見方や考え方を深める。本
実践を通して，鑑賞時間の重要性と，そこから思考を
深め，自己認識を再構築していくことに繋がる活動の
共有について考えさせられた。本実践でいうと，造形
作品に対する鑑賞だけでなく，どのような視点で「時
間」を捉えたのかということが大きなポイントとなる。
　「創設当時」という時間を，児童達がどのように捉
えたのか，いくつか例を挙げてみる。古びたもの，劣
化したものを見つけようとする児童，創設当時の写真
を元に当時と同じ場所に行く児童，探検家のように普
段は入らないような倉庫の奥から古びた電球を発掘し
てきた児童，土に埋まっているものは昔からあるので
はないかとマンホールを推理した児童もいた。
　同じように，「自分たちが感じる今」をどう捉えた
かについても，様々なアプローチがあるはずであるが，
活動中の児童の会話や共有時間を十分に取ることがで
きず記録できなかったのが残念である。
　児童がどのように「時間」を捉えたのかについて，
こうした多様なアプローチを共有することで互いの視
点の違いに気づくことができる。それは自らの視点を
問い直すことにも繋がるだろう。鑑賞時間を十分にと
り，互いに活動内容を共有し合うことは，自分以外の
思考や表現に出会うだけでなく，自らに新たな問いを
生む機会と深い探究へと繋がるものである。こうした
活動を繰り返すことによって，創造的な力が育まれる
のではないだろうか。
 （栗山）

10．総合考察

（１）6つの活動はいかなる意味をもつのか
　今回の 6つの実践で念頭に置いたのは，Arts-Based 

Research（ABR）の考え方を踏まえて図画工作科の実
践につながるようなワークショップを行うこと，学校
の歴史を踏まえて日々の学校生活が営まれる学校の場
所や環境との「あいだ」に繰り広げられる造形的な見
方・考え方に根ざした「探究」の要素を持つ活動であ
ること，そして活動として楽しいものであること，が

ベースにあった。では，ここまで 6クラスの実践と考
察から何が見えてくるだろうか。
　6－ 1では，クラフト紙を用いて「どのような明日」
を自分たちは「身に着けるのか」という探究テーマを
設定した。実際に素材に触れ，身に付けては何度も試
行錯誤しつつ，同時にそこからどんな変化が起きるこ
とで自分たちの明日が変わるのかを，造形的操作とイ
メージの拡張のプロセスを通して生み出していった。
　 6－ 2では，2色の紙風船を「置く」ことで日常空
間の中で「発見を生み出す」ことを行なった。紙風船
の形と色で何かを再現的に表すことを超えて，新たな
視点や概念の発見，概念の連結と拡張が手繰り寄せら
れた。このプロセスが探究的であり創造的な「発見」
の過程となった。
　6－ 3では，学校での思い出の場所やものを筆ペン
で描き，言葉を添える（詠む）というシンプルな活動
の中で，筆ペンによる独特の表現が醸し出す「味」を
生かすことで，普段感じていても意識したり言葉には
しない思いを，その曖昧さや味わいも含めて「描 /書
く」活動を行なった。学校生活の場を生きる中で児童
が何に対してどんなことを感じ，そことの間に感情的
にどんな影響を受けたりしながら日々を送っているの
かが垣間見えた実践となった。
　5－ 1では，様々な場所や物に紙で作った枠をかざ
し，枠で切り取られ焦点化された視界に見える形やイ
メージから発想を広げる活動を行なった。いわば，児
童自身の美的価値観に基づいた視点を浮き彫りにして
いく探究活動であり，何気ない環境の中に主題を見出
していく取り組みとも言える。枠で切り取ることで本
来の形の文脈や意味から切り離され，形や色のイメー
ジから比喩的に発想が広がることも多く，予想もしな
かったような発想の展開が見られた。
　5－ 2では，偶然性を偶然のままに楽しむことが
テーマであり，ラベルのない絵の具を友達と二人で混
ぜ合わせた偶然の色を手掛かりに，環境の中に同じ色
を探して写真に撮るという活動だった。予め決まって
いることがあまりなく，どんな色で，どれくらいまぜ
るとどんな色があり，それは環境の中のどれに近いの
かなど，実際に制作の運動性や偶然性に巻き込まれて
いく中で何かが見えてくる活動である。正解や到達点
が活動前に具体的にあるわけではなく，偶然との掛け
合いの中で「生成していく（becoming）」ものに立ち
会っていくという，主体の曖昧な立ち位置を生きるこ
とを楽しみながら行うという「生きた実践」であった。
活動としては純粋に色を探しにいくことの面白さもあ
り，思いも寄らない，何が起こるかわからない，変化
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続ける状況とともに探究を進めることを体験した内容
であった。
　5－ 3では，学校の空間の中に埋め込まれた様々な
時間を可視化する活動で，その時間の捉え方や浮き彫
りにする仕方に創造性が生まれていた。古い教室の備
品や門のテクスチャーをフロッタージュすることはも
ちろん，60年の味を想像して水を飲むことなどは非常
に詩的で芸術的である。こうしたちょっとしたアイ
ディアに創造的な着想の広がりが生まれてくるのであ
る。造形活動であるが身体的な体感や行動も探究にお
いては非常に重要であることがわかる。「時間」をど
う捉えたのか，という投げかけは本来とても抽象度が
高いものだが，子どもたちは様々な形の中からフロッ
タージュで時間を浮かび上がらせただけでなく，机の
上にそれらをもう一段階別の作品として再構成するこ
とで，時間にまつわる概念を再／創造しようとしたと
言える。

（２）この試みが捉えたもの
　今回は，子どもたちは動き始める前に最初から
「じゃあ，あれをつくろう」と表現対象を安易にイメー
ジできる実践はほとんどなかった。
　6年生の 3クラスでは，クラフト紙や紙風船や筆ペ
ンという材料や道具の特性によって，発想することや
イメージされることが変わってくることや，それらの
特性がどんな発想や創造を生み出していくかという規
定条件の一つにもなっていた。さらに，それを日々の
生活や環境の条件，場所との思い出などとの交渉を通
して，発見なり発明を立ち上げていく必要があった。
　5年生の 3クラスでは，それぞれに複数の段階を
もった探究構造の中で，偶然や抽象的な概念や通常環
境の意味から切り離された見え方で何かを捉え，さら
にそれを造形的な活動を通してそれが何なのか，そこ
から何が広がるのか，いわば問いや主題を立ち上げる
ことを自分たちで行ったのである。いずれも材料とそ
れで表しうるものの直線的な対応関係では行い難く，
活動の探究過程にアーティスティックな質的変換が含
まれる。よって，その質的変換が材料や技法や仕掛け
との関わりを通してどのように引き起こされ，それに
よって最終的に何が「生成していく（becoming）」の
かは，やっていく中で徐々に立ち現れてくる展開構造
となっていた。手繰り寄せたといってもよいだろう。
それだけに，自分の直観的な思いつきや仲間の何気な
い着想やコメントなどが重要な手掛かりとなり，鑑賞
時間を十分にとりながら，互いに活動内容を共有し合
うころで，少しずつ自分以外の思考や表現に出会い，

新たな問いの生成へと繋がっていく展開が「生まれて
いった」といえる。
　いずれも「これをつくればよい」というゴールが予
め早い段階でわかるものではなく，何度も試したりし
ながらその過程を通して「見出していく」ような，答
えのわからないなかで問いを立ち上げていく創造的な
力が育まれる構造になっていたのではないだろうか。
それは身近な環境や場所の中にどのような特徴や質と
して，空間や時間や思いが存在しているのかを身体
的・造形的な試行錯誤を通して見つけていく（理解し
ていく）ことに加え，そこで見出した視点をさらに
「拡張」させるとすれば何が可能かという，概念（抽
象）レベルでの操作・創造へと進んでいったアート活
動となっていた。

（３）モノと意味が一緒に生成変容する
　図工は「モノ」が介在するが，それを通した創造は
単に新しい「モノ」を創造するにとどまらない。むし
ろ，それをさらに拡張する「未だ見ぬ考えや視点の具
体化」がいかに実現されるのかがアートが生み出す
「可能性」ではないだろうか。それは「造形表現」が
「ものづくりのためのものづくり」を超える活動だと
も言える。そこから先に生まれるものこそが，これか
らの時代を生きる子どもたちに必要となる新たな「創
造性」だろう。学習指導要領が提起する造形的な見
方・考え方，探究的な活動が美術教育で実践化される
ならば，他教科以上にこうした「創造的な跳躍」を手
繰り寄せ，そこに自分たちが飛び込んでいくことが不
可避であろう。
　しかし，それは方法なき経験主義的な賭けではない。
アートをベースにした（Arts-Based）探究的な探索に
よって適切に導かれるものである。確かにそれは予め
明確な出口が準備されているわけではないとしても，
進める中で児童に確かな現実世界や物質や身体との相
互作用が，具体的な手応えや質感を与えてくれるので
あり，それがあるからこそ，イメージや概念レベルで
の跳躍的な創造の可能性へと児童らを（教師も一緒に）
投企していけるのである。その過程はモノとコトの重
層的往還であり，決してモノレベルだけでも概念レベ
ルだけにとどまるものでもない。こうした実践理論の
確立と普及にはまだまだ課題も多いが，方略がないわ
けではないことは，短時間の実践ながらも本小学校の
児童たちの取り組みと作品が具体的に示している。
　アートをベースにした（Arts-Based）探究的な探索
の中で，環境や空間や記憶や思い出といった，モノや
コトが分割されずに相互に関連しあい，呼び起こし合
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い，その絡み合いの先に，モノとコト，物質と意味が
一緒になって新たな可能性を開いていく（Barad, 2007）
技法が開かれるのである。

11．さいごに

　今回は同時に 6クラスで活動をさせていただくとい
う貴重な機会をいただいた。今後の美術教育の可能性
という意味では多数の挑戦が盛り込まれた実践となっ
た。それが実際に児童との活動で「どう具体化された
か」は見てきた通りである。しかし，挑戦はもちろん
だが最も基本としたことは，この時間を通して「どの
児童も楽しんで取り組めること」，終わった後に「楽
しかった，面白かった」と思ってもらえることである。
その姿がなければ全ては机上の空論である。私たちも
十分に準備ができていたか，当日の実践がそうなって
いたかといえば反省点も多い。ぜひその点については
先生方からご指導やご助言をいただきながら今後改善
していきたい。
 （笠原）
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